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セミナー内容

第一部
1．「COVID-19と戦う知財宣言」の内容
2．本セミナーについての留意点
3．特許技術の絞込み方法
4．宣言企業保有の18テーマの特許技術の概要
5．各テーマ別の詳細説明（抜粋）
6．京都企業の貢献

第二部
7．宣言企業の特許技術の特許庁データベースへのリンク
8．特許庁データベースの利用方法

本セミナー資料に添付しましたPDF資料にて、特許庁データベースへのリンクが可能です。
2020/8/20 2新型コロナウィルス感染症への対策支援特許セミナー



1．「COVID-19と戦う知財宣言」の内容

標記知財宣言者は、新型コロナウイルス感染症の診断、予防、封じ込めおよび治
療をはじめとする、新型コロナウイルス感染症のまん延終結を唯一の目的とした
行為に対しては、一切の対価や補償を求めることなく、標記知財宣言者が保有す
る特許権・実用新案権・意匠権・著作権の権利行使を一定期間行なわないことを
宣言します。

宣言の内容は、下記の「COVID対策支援宣言について」をご確認ください。

https://www.gckyoto.com/covid19

本セミナーにおけるデータは、7月28日時点でのデータです。またスペースの都合上、
本資料第一部末尾に記載の企業の特許データは割愛しています。ご了承下さい。
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ジェノコンシェルジュ京都株式会社GenoConciergeKyoto,Inc.

所在地京都府京都市左京区吉田下阿達町46-29

事業内容
１．人工知能を活用したビッグデータ解析技術によるヒト疾患診断支援
２．ゲノム、オミックス及びバイオマーカー情報を用いた病態解明支援
３．遺伝子解析、その他の理化学分析及び医療に関する検査の受託
４．工業所有権の取得、管理、運用及び譲渡
５．情報処理、情報提供及び情報通信に関するサービス
６．コンピュータソフトウェアの企画、開発、使用許諾及び販売
７．コンピュータ・コンピュータ周辺機器の販売、賃貸借及び保守管理
８．ゲノムの研究に関するコンサルティング
９．教育に関するセミナー等の企画、開催及び出版

設立2018年11月1日
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２．本セミナーについての留意点
（１）宣言者の区別について
宣言者1は、COVID対策宣言書の対象範囲、期間その他に一切の制限を設けていない宣言者です。
宣言者2は、何らかの制限を設けた宣言者です。
その詳細は、各位にてhttps://www.gckyoto.com/726628143172でご確認をお願いします。

（２）本セミナーで提供する特許情報について
以下に提供する特許情報は1年半前の情報であるので、COVID19に直接的に言及した情報はありません。
したがって、COVID19対策に関連する情報であるか否かは各位にて判断していただくこととなります。

（３）本セミナーで提供する特許分類（IPC）について
以下に提供する特許分類は上記（２）と同様に、COVID19を直接的に分類した特許分類ではありません。
あくまで同分類は、聴講者の便宜のため、発表者が仮に選定したものです。
したがって、他の特許分類の該当可能性は各位にて判断していただくことになります。

（４）本セミナーの全般について
本セミナーの全般について、その内容は十分に検討をしていますが、データの欠落や処理ミスにより、
誤りが含まれている可能性は否定できません。したがって、主催者（発表者個人を含む）・後援者は
同内容の保証等を行うものではありません。
また、本セミナーの著作権は、主催者が保有しています。
著作権侵害とならないように、利用に当たってはご留意をお願いします。

以上を踏まえて、本セミナーの聴講・利用をよろしくお願いいたします。2020/8/20 5
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３．特許技術の絞込み方法

⓪特許庁DB
↓

①特許分類IPC
↓

②宣言企業
↓

③キーワード

①特許分類：A41D3「職業用等の保護衣類」で絞り込み

スポーツ
衣料 ウィルス防護服 耐熱服防弾服

②COVID-19と戦う知財宣言企業で絞り込み

③キーワード
で絞り込み

⓪特許庁PlatPatデータベース
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①特許分類 特許分類の説明 ②宣言者 ③特許分類を絞り込むキーワード 参考：COVID19関連物品

1 A41D13 職業用等の保護衣類 1＋2 「防護服」「防護衣」 ウィルス防護服

2 A61B5 診断目的の検出、測定、記録 〃 「パルスオキシメータ」「体温」 パルスオキシメータ 体温計

3 A61G10 医用目的の治療室 〃 「フィルタ」 ICU
4 A61K39 抗原または抗体を含む医薬品等 〃 「ワクチン」 ワクチン
5 A61L2 物体の消毒、滅菌、殺菌 〃 「消毒」「滅菌」「殺菌」 UV消毒装置
6 A61L9 空気の消毒、滅菌、殺菌 〃 「消毒」「滅菌」「殺菌」 オゾン消毒装置
7 A61M1 医学用の吸引またはポンプ装置 〃 「血液」 人工心肺「ECMO」
8 A61M16 患者の呼吸器系に影響を与える装置 〃 「呼吸」 人工呼吸器
9 A61P31 抗感染剤、抗ウィルス剤 〃 「ウィルス」 医薬品「アビガン」

10 A62B18 呼吸マスクまたはヘルメット 〃 絞り込みせず 呼吸マスク
11 C12Q1 核酸DNA等を含む測定 〃 「PCR」 PCR検査
12 D04H1 不織布 〃 「マスク」 マスク用不織布
13 F24F7+F9 換気システム 〃 「フィルタ」 除菌空調
15 G01N33 特定方法による分析 〃 「抗原」「抗体」 抗原＋抗体検査
16 G16H40 医療資源等の管理に適したICT 〃 検討中 ICU管理・遠隔機器管理
17 G16H80 医療従事者・患者間用ICT 〃 検討中 遠隔患者診断・看護
18 H04W12 セキュリティ対策 〃 「セキュリティ」「認証」「匿名」 感染者接触通知

4．特許分類IPCによる18テーマの特許技術の概要
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4．宣言者1の18テーマの特許技術の概要（出願時期）

一般的に言って、技術は新しければ新しいほどよいが、・・・。

宣言者1は、COVID対策宣言書の対象範囲、期間その他に一切の制限を設けていない宣言者です。
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4．宣言者1の18テーマの特許技術の概要（権利成立か否か）

特許成立までには、通常、出願から4年程度は必要である。

宣言者1は、COVID対策宣言書の対象範囲、期間その他に一切の制限を設けていない宣言者です。
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4．宣言者1の18テーマの特許技術の概要（出願時期と権利成立）

とすると、技術が新しく、権利が成立していると良いであろう。

宣言者1は、COVID対策宣言書の対象範囲、期間その他に一切の制限を設けていない宣言者です。
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4．宣言者1の18テーマの特許技術の概要（出願時期と権利成立と実施可能性）

しかし、パンデミック期間内の実施可能性まで考慮すると、かなり絞り込まれる。

宣言者1は、COVID対策宣言書の対象範囲、期間その他に一切の制限を設けていない宣言者です。
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4．宣言者2の18テーマの特許技術の概要（出願時期）
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A41D13（防護服）＊（防護服+防護衣）　
A61B5（診断目的の検出・測定・記録）＊（パルスオキシメータ+体温）　

A61G10（医療目的の治療室）＊(all）　
A61K39（抗原または抗体を含む医薬品）＊（ワクチン）　
A61L2（物体の消毒＋滅菌＋殺菌）＊（消毒＋滅菌＋殺菌）　
A61L9（空気の消毒＋滅菌＋殺菌）＊（消毒＋滅菌＋殺菌）　

A61M1（人工心肺）＊（all）　
A61M16（人工呼吸）＊（呼吸）　
A61P31（抗ウィルス薬）＊（all）　
A62B18（呼吸マスク）＊（all）　
C12Q1（核酸等を含む測定）＊（PCR）　
D04H1（不織布）＊（マスク）　

F24F7（換気）＋F24F9＊（気流）＊(フィルタ＊換気)　
G01N33（特定方法による分析）＊（抗原＋抗体）　

G16H40（医療資源等の管理に適したICT）＊（all）　
G16H80（医療従事者または患者間のコミュニケーションに適したICT）＊（all）　
H04W12（セキュリティ対策）＊（セキュリティ+認証+匿名+プライバシー）　

宣言者1と同じ。

宣言者2は、COVID対策宣言書の対象範囲、期間、その他に何らかの制限を設けた宣言者です

一般的に言って、技術は新しければ新しいほどよいが、・・・。
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4．宣言者2の18テーマの特許技術の概要（権利成立か否か）
宣言者2は、COVID対策宣言書の対象範囲、期間、その他に何らかの制限を設けた宣言者です

特許成立までには、通常、出願から4年程度は必要である。
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4．宣言者2の18テーマの特許技術の概要（出願時期と権利成立）
宣言者2は、COVID対策宣言書の対象範囲、期間、その他に何らかの制限を設けた宣言者です

とすると、技術が新しく、権利が成立していると良いであろう。
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4．宣言者2の18テーマの特許技術の概要（出願時期と権利成立と実施可能性）
宣言者2は、COVID対策宣言書の対象範囲、期間、その他に何らかの制限を設けた宣言者です

しかし、パンデミック期間内の実施可能性まで考慮すると、かなり絞り込まれる。
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5．各テーマ別の詳細説明（抜粋）

医薬品、医用機器等の医療関係する分野は、特許以外に法律の規制等が有り、
短期間（パンデミック期間）での実施可能性は低いと考えられる
したがって、本セミナーでは広範囲な第三者が短期間で実施可能性が高い
下記分野を抜粋して説明する。

①特許分類 特許分類の説明 ②宣言者 ③特許分類を絞り込むキーワード 参考：COVID19関連物品

1 A41D13 職業用等の保護衣類 1＋2 「防護服」+「防護衣」 ウィルス防護服

2 A61B5 診断目的の検出、測定、記録 〃 「パルスオキシメータ」＋「体温」 パルスオキシメータ 体温計

3 A61G10 医用目的の治療室 〃 「フィルタ」 空気清浄装置

5 A61L2 物体の消毒、滅菌、殺菌 〃 「消毒」＋「滅菌」＋「殺菌」 UV消毒装置

6 A61L9 空気の消毒、滅菌、殺菌 〃 「消毒」＋「滅菌」＋「殺菌」 オゾン消毒装置

10 A62B18 呼吸マスクまたはヘルメット 〃 絞り込みせず 呼吸マスク

12 D04H1 不織布 〃 「マスク」 マスク用不織布

13 F24F7+F9 換気システム 〃 「フィルタ」 除菌空調
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5．各テーマ別の詳細説明（抜粋）

1

2
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5

6 7 8

宣言者1

宣言者2

３
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この頁は、以降の頁が2頁で1組となることから、
意図的にブランクとしています。



【課題】本発明は上記の背景に鑑みなされたものであり、
その目的は、安全性、作業性、便利性を確保しつつ熱中
症などの各種の生命に係る危険性を警報することのでき
る、警報システムを備えた防護装備を提供することにあ
る。

【解決手段】警報システムを備えた防護装備であって、
前記警報システムが、前記防護装備の着用者の生体情

報を検知するセンサーと、前記センサーが検知した生体
情報が閾値に達したことを判断する判断手段と、前記判
断手段からの指示により危険性が高まったことを警報す
る警報手段と、前記警報手段が作動した場合に警報を送
信する送信手段と、前記警報手段と前記送信手段とを制
御する制御手段と、前記センサーまたは前記判断手段ま
たは前記警報手段または前記送信手段が自己診断機能部
を有し正常に作動していることを示す表示手段を含むこ
とを特徴とする警報システムを備えた防護装備。

特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
① A41D13 職業用等の保護衣類 ウィルス防護服 「防護服」+「防護衣」 帝人・宣言者2
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特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
① A41D13 職業用等の保護衣類 ウィルス防護服 「防護服」+「防護衣」 帝人・宣言者2

【００４７】
その他、作業者１の生体情報、位置情報等は、本人

または他者のメガネ、ゴーグル等の視野領域に表示さ
せるようにしても良い。また、各センサーや、セン
サーの電源となるバッテリ等が自己診断機能部を有し、
日常的に、あるいは作業を行う直前に、テスト信号を
もとに正常に作動するかを自動で診断し確認するキャ
リブレーション機能を持たせることができる。自己診
断の結果をサーバー８に送信して蓄積すれば、集中管
理してメンテナンス計画のデータとすることができる。
また、異常の有無を警報発生装置３、警報発生装置
４などにより着用者に通知し、使用を止めさせること
もできる。
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【課題】
体温計の温度センサの温度変化を用いて環境温
度の変化を検出すると、温度センサと赤外線セ
ンサの温度が異なっている状態では、温度セン
サの変化が収束しても、計測誤差が収束せず、
温度測定値に誤差を生じてしまうという問題が
あった。また、環境温度を考慮して温度測定値
を補正する場合にも、環境温度が変化している
状態では正確な補正を行うことができなかった。

【解決手段】
前記温度測定手段は、少なくとも１つの前記赤
外線検出部温度測定手段と、該赤外線検出部温
度測定手段とは異なる少なくとも１つの温度測
定手段とを含み、前記熱的環境の異なる部位と
して、環境温度の影響を受けやすい部位と受け
にくい体温計本体内部を含む赤外線体温計。

特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
② A61B5 診断目的の検出、測定、記録 パルスオキシメータ+体温計 「パルスオキシメータ」+「体温」 オムロン・宣言者1
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特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
② A61B5 診断目的の検出、測定、記録 パルスオキシメータ+体温計 「パルスオキシメータ」+「体温」 オムロン・宣言者1



特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
③ A61G10 医療目的の治療室 空気清浄装置 フィルタ ダイキン・宣言者2
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水素ガスが抗酸化作用とそれに伴う抗炎症効果を
持つことから、患者の発作を抑制するとともに患
者の病態を改善できる。

上記使用者の呼吸点の位置を検知する位置検知手
段とを備え、上記水素発生装置により発生された
水素ガスを含む空気が上記空気吹出口から吹き出
され、上記空気吹出口の外周部から吹き出される
空気の風量は、上記空気吹出口の内周部から吹き
出される空気の風量より大きいと共に、上記水素
発生装置は、上記呼吸検知手段により検知された
呼吸タイミング及び／または呼吸状態と上記位置
検知手段により検知された使用者の呼吸点の位置
に基づいて、水素ガスが混合された空気が上記使
用者の吸気タイミングに上記使用者の呼吸点に到
達し、且つ、水素ガスが混合された空気が上記使
用者の呼気タイミングに上記使用者の呼吸点に供
給されないように間欠的に制御されることを特徴
とする空気調和機
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特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
③ A61G10 医療目的の治療室 空気清浄装置 フィルタ ダイキン・宣言者2



2020/8/20 新型コロナウィルス感染症への対策支援特許セミナー 25

特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
④ A61L２ 物体の消毒、滅菌、殺菌 UV消毒装置 「消毒」＋「滅菌」＋「殺菌」 ソニー・宣言者1

【従来の技術】
原水に次亜塩素酸ナトリウム（ＮａＣｌＯ）と塩
酸（ＨＣｌ）等を添加、混合することにより水中
に殺菌力の強い次亜塩素酸（ＨＣｌＯ）を発生さ
せた殺菌水を生成することができることが知られ
ている。ところが次亜塩素酸ナトリウムと塩酸等
が直接反応すると有害な塩素ガス（Ｃｌ２）が発
生する可能性がある。そこでｐＨの値を適正に保
つように次亜塩素酸ナトリウムと塩酸等の添加量
を調整しながら添加・混合する方法や装置が考え
られている。

逆流防止弁のような閉鎖機構を設ける必要がな
く、また装置全体を小型化してしかも混合撹拌槽
内で十分な撹拌を行なうことを可能にした殺菌水
製造装置および製造方法を提供することを目的と
する。
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前記次亜塩素酸ナトリウム添加ノズルが前記第１の管体に接続され、前記
酸性水溶液添加ノズルが前記第２の管体に接続され、前記第１の管体およ
び前記第２の管体には前記希釈混合ユニットの下側の板状体の近傍に前記
アリカリ水および前記酸性水を前記希釈混合ユニットの内部に放出する通
水口または溝が設けられ、前記第３の管体には前記希釈混合ユニットの上
側の板状体の近傍に製造された殺菌水を該第３の管体内に導入する通水口
または溝が設けられることを特徴とする殺菌水製造装置。

特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
④ A61L２ 物体の消毒、滅菌、殺菌 UV消毒装置 「消毒」＋「滅菌」＋「殺菌」 ソニー・宣言者1



特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
⑤ A61L9 空気の消毒、滅菌、殺菌 オゾン消毒装置 「消毒」＋「滅菌」＋「殺菌」 三菱電機・宣言者1

【要約】
取り込んだ空気に空気調和を行う空気調

和機は、前記空気に紫外線を出射する紫外
線殺菌装置を備えている。紫外線殺菌装置
は、出射した紫外線に基づく膜状の殺菌光
線膜を生成する殺菌光線膜生成部を備えて
いる。

【特許請求の範囲：抜粋】
紫外線殺菌装置は、前記流入口から前記流
出口へ向かう流出方向と交差する、前記
筐体の径方向に沿って出射した前記紫外線
が交差して形成された膜状の殺菌光線膜を
生成する殺菌光線膜生成部を備える空気調
和機。
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特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
⑤ A61L9 空気の消毒、滅菌、殺菌 オゾン消毒装置 「消毒」＋「滅菌」＋「殺菌」 三菱電機・宣言者1
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特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
⑥ A62B18 呼吸マスクまたはヘルメット 同左 絞り込みせず パナソニック宣言者2・

東京工業大学

本願発明は、風邪用のマスクや防塵用のマスクな
ど人間の鼻孔と口とを覆い微粒子や微
生物を空気から除去するマスクに適用可能である。

ナノファイバの原料となる原料液を空間中で静
電爆発させ、製造されたナノファイバを堆積させ
てマスクを製造するマスク製造装置であって、
原料液を空間中に流出させる原料液流出手段と、

前記原料液を帯電させる原料液帯電手段と、人間
の鼻孔と口とを覆うマスクの部分の形状に対応す
る立体形状部と、通気性を確保するための通気孔
とを有し、ナノファイバを受け止めて堆積させる
堆積手段と、
前記通気孔を通して吸引する気体流によりナノ

ファイバを前記堆積手段に誘引する吸引
手段と、前記吸引手段と前記堆積手段との間の圧
力を測定する圧力測定手段と、前記圧力測定手段
の測定結果に基づきマスク製造装置を制御する制
御手段とを備えるマスク製造装置。
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特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
⑥ A62B18 呼吸マスクまたはヘルメット 同左 絞り込みせず パナソニック宣言者2・

東京工業大学



特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
⑦ D04H1 不織布 マスク用不織布 「マスク」 クラレ・宣言者2

本発明は、排泄物、皮脂、化粧品などの肌の清拭、拭き
取りや、保湿、美容などの機能を有する化粧料組成物を含
む流動性組成物の肌への吸着、吸収に有効な基材となる抗
菌性不織布シートに関する。また、本発明は、美容成分、
薬効成分などを含む流動性組成物を含浸させ、抗菌性不織
布シートと一体化させた含液シート、特に、皮膚に貼付し
て使用する、抗菌性を有するフェイスマスクに関する。

無機系抗菌微粒子を内部に分散した状態で含有する抗菌
性エチレン－ビニルアルコール系共重合体が繊維表面の少
なくとも一部に存在し、該無機系抗菌微粒子の平均粒径が
０.０１～２０μｍであって、且つ該抗菌性エチレン－ビニ
ルアルコール系共重合体のエチレン含有率が１０～７０モ
ル％である抗菌性繊維と、溶剤紡糸セルロース系繊維とが、
互いに交絡してなり、抗菌性繊維径に対する無機系抗菌微
粒子の径の比が０．８以下である抗菌性不織布シートと、
流動性組成物とが一体となった含液シートを用いたフェイ
スマスクであって、
前記流動性組成物を自重に対して９００重量％含浸させ

て、２６０ｇ／ｃｍ2の荷重を１分間負荷して取り除いたと
き、厚み方向の圧縮に対する復位が５分間で３５％以上で
あることを特徴とする、フェイスマスク。

2020/8/20 31新型コロナウィルス感染症への対策支援特許セミナー



特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
⑦ D04H1 不織布 マスク用不織布 「マスク」 クラレ・宣言者2
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特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
⑧ F24F7 換気 除菌空調 「フィルタ」 ダイキン・宣言者2

疾病の流行したときに、複数の人が集まる空間に対し
て、疾病の流行していないときと同じように環境の提供
を行っていたのでは、その空間において疾病の感染が進
行するおそれがある。
一方、疾病の流行していないときに、複数の人が集ま

る空間に対して、疾病の流行したときと同じように環境
の提供を行っていたのでは、省エネルギー化を達成する
のが困難になるおそれがある。また、疾病の流行してい
ないときに、複数の人が集まる空間に対して、疾病の流
行したときと同じように環境の提供を行っていたのでは、
環境を提供するための装置の運用コストが増加するおそ
れがある。

前記制御装置（２１，１２１，４２１）は、前記制御
信号に関する情報である制御情報と前記疾病の罹患率に
関する情報である罹患率情報との相関関係についての情
報である相関情報に基づいて、
前記疾病が流行したときの前記疾病の前記罹患率が、

前記疾病の前記罹患率に関する所定の目標値である罹患
目標値付近の値になるように前記制御信号を生成する、
環境提供システム（１ａ，２００，３００，４００）。
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特許分類 特許分類の説明 COVID19関連物品 特許分類を更に絞り込むキーワード 特許権者
⑧ F24F7 換気 除菌空調 「フィルタ」 ダイキン・宣言者2



宣言者1：オムロンの出願の時系列データ6．京都企業の貢献

宣言者1：マクセルの出願の時系列データ
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宣言者1：ロームの出願の時系列データ

宣言者1：三洋化成工業の出願の時系列データ
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宣言者2：島津製作所の出願の時系列データ

宣言者2：堀場製作所の出願の時系列データ
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スペースの都合上、下記に記載の企業の特許データは
割愛させていただきました。ご了承をお願いします。

宣言者1：
ジェノコンシェルジュ京都、(株)ハイシンク創研、

朝日航洋(株)、粧美堂(株)、(株)Gemseki、

宣言者2：
シャネル合同会社、(株)スクエア・エニックス、

(株)情報システムエンジニアリング、ユニアデックス(株)、
楽天(株)、楽天モバイル(株)、東洋アルミニウム(株)、東洋炭素(株)
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一部終了、お疲れ様でした。

二部は特許庁データベースPlatPatとのリンク等の説明です。

同データベースを良くご存知の方は退出して頂いて構いません。

休憩中にアンケートにご記入いただければ幸いです。

二部も聴講される方は、特許庁PlatPatデータベースとのリンク資料をご用意ください。
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セミナー内容

第一部
1．「COVID-19と戦う知財宣言」の内容
2．本セミナーについての留意点
3．特許技術の絞込み方法
4．宣言企業保有の18テーマの特許技術の概要
5．各テーマ別の詳細説明（抜粋）
6．京都企業の貢献

第二部
7．宣言企業の特許技術の特許庁データベースへのリンク
8．特許庁データベースの利用方法

本セミナー資料に添付しましたPDF資料にて、特許庁データベースへのリンクが可能です。



7．特許庁データベースへのリンク方法
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7．特許庁データベースへのリンク方法



2020/8/20 44

7．特許庁データベースへのリンク方法
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二部終了、お疲れ様でした。

聴講ありがとうございました。
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